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在宅歯科診療の
保険請求について

令和７年９月１２日
地域Ⅰ保健委員会

中村 美香

令和６年度版ハンドブック

歯科訪問診療料

歯科訪問診療料の注１５について

歯科訪問診療料は、「歯科訪問診療料の注15に係る届出」を提出
した歯科医院が算定可能

届出を提出しない場合には、初・再診料の算定となります。
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（資料）在宅歯科診療の保険請求について（中村美香先生）
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歯科訪問診療料１～５（歯訪１～５）

歯科訪問診療１ 1100（ ー ） 点 １人
歯科訪問診療２ 410（287） 点 ２～３人
歯科訪問診療３ 310 (217)   点 ４～９人
歯科訪問診療４ 160  （96） 点 １０～１９人
歯科訪問診療５ 95 （57） 点 ２０人以上

カッコ内は、20分未満の点数です。
歯科訪問診療１は、診療に要した時間による区分はありません。

歯科訪問診療料１～５（歯訪１～５）
同一建物居住患者数

訪問診療５

２０人～

訪問診療４

１０～１９人

訪問診療３

４～９人

訪問診療２

２～３人

訪問診療１

１人

95点160点310点410点
1100点

（診療時間
による区分
なし）

２０分以上

57点96点217点287点
２０分未満

訪問歯科衛生指導料（訪衛指）

訪問歯科衛生指導料（訪衛指）

月4回まで算定
・単一建物診療患者が1人の場合 362点
・単一建物診療患者が2～9人の場合 326点
・それ以外の場合 295点

緩和ケアを受けている患者に対しては月8回まで算定可能
歯科衛生士等が複数名で訪問する場合、複数名訪問歯科衛生
指導加算150点を加算可
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同一建物診療患者と単一建物診療患者の違い

同一建物診療患者

同一日に訪問診療を行う場合の患者
→ 1日の合計人数で算定

歯科訪問診療料1～5（歯訪1～5）等

単一建物診療患者

同一月に訪問診療を行う場合の患者
→ 1月の合計人数で算定

訪問歯科衛生指導料（訪衛指）等

口腔管理体制強化加算（口管強）

口腔管理体制強化加算の施設基準（口管強） 口腔管理体制強化加算の施設基準（口管強）
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施設基準の講習について

当講習会（在宅歯科医療推進に関する研修会）のよ
うな、施設基準に関する研修等についての情報は、
千葉県歯科医師会HPや日本歯科医師会E-systemに掲
載されており、随時更新されておりますので、ご確
認ください。

在宅医療DX情報活用加算

（新）在宅医療DX情報活用加算 1、2
（＋8～9点）

 （新）在宅医療DX情報活用加算 1 （＋9点）
電子処方箋管理サービスに処方情報を登録できる体制
（原則として院外処方を行う場合には、電子処方箋又は
引き換え番号が印字された紙の処方箋を発行すること）
を有していること。
 （新）在宅医療DX情報活用加算 2 （＋8点）
電子処方箋要件なし
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フッ化物歯面塗布と根面う蝕管理料
くださいますようお願い申し上げます。

フッ化物歯面塗布処置
う蝕多発傾向者（病名:C管理中） 110点

歯科疾患管理料、歯科特定疾患療養管理料、歯科訪問診療を
算定した16歳未満の患者

初期根面う蝕罹患患者（病名:初期の根面う蝕、根C）
歯科訪問診療料を算定した患者 65歳以上の患者 80点

エナメル質初期う蝕罹患患者（病名:Ce）
年齢制限なし 100点

※２回目以降は、前回実施月の翌月の初日から起算して２ヶ月
を経過した日以降に行った場合に、月１回算定出来る

根面う蝕管理料【根C管】30点（＋口管強48点）

歯科疾患管理料・歯科特定疾患療養管理料を算定した６５歳以
上の患者と、歯科訪問診療料を算定した患者が対象

管理計画を作成
 月１回算定
 口管強48点を月１回加算できる（口管強の届出必要）
フッ化物歯面塗布処置〈F局〉を同日に算定可（月１回に限る）
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フッ化物歯面塗布と根面う蝕管理料の取り方の例

歯管 100
根C管 30
口管強 ＋48
歯清 72

実地指1 80

歯管 100
根C管 30
口管強 ＋48
歯清 72

実地指1 80

歯管 80
根C管 30
口管強 ＋48
歯清 72
F局 80

実地指1 80

歯管 100
根C管 30
口管強 ＋48
歯清 72
F局 80

実地指1 80

歯管 100
⾧期＋120
根C管 30
口管強 ＋48
歯清 72
F局 80

実地指1 80

歯管 80
根C管 30

歯清 72
F局 80

実地指1 80

歯管 100
根C管 30

実地指1 80

歯管 100
根C管 30

F局 80

実地指1 80

歯管 100
⾧期＋100
根C管 30

F局 80

実地指1 80

〈口管強あり〉

〈口管強なし〉

～

～

1月目 2月目 3月目 4月目 8月目

歯管 100
根C管 30

歯清 72

実地指1 80

・・・

・・・ 検   査

咀嚼能力検査１、２
【咀嚼１、２】

 ３月に１回算定可
 2は顎変形症による手術を行う患者

（手術前１回、手術後６月に１回）
 咀嚼能力検査１、２は同時に算定でき

ない
 ３月以内は咬合圧検査を算定できない
 施設基準あり

咬合圧検査１、２
【咬合圧１、２】

 ３月に１回算定可
 ２は顎変形症による手術を行う患者

（手術前１回、手術後６月に１回）
 咬合圧検査１、２は同時に算定できない
 ３月以内は咀嚼能力検査を算定できない
 施設基準あり

舌圧検査

 舌圧検査 140点
病名 : 口腔機能低下症（疑い）、口腔機能発達不全症（疑い）
３月に１回算定
施設基準なし
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口腔細菌定量検査
 口腔細菌定量検査１ 130点（病名:口腔バイオフィルム感染症）
• 月２回算定可（２回目以降は１００分の５０）
• 対象に入院患者含む
• 施設基準あり

 口腔細菌定量検査２ 65点 （病名:口腔機能低下症（の疑い））
• 口腔機能が低下している患者に対して３月に１回算定
• 施設基準あり

※口腔細菌定量検査1と2は同時算定不可

各種検査
小児口唇

閉鎖力検査
舌圧検査咬合圧検査１咀嚼能力検査１

100点140点130点140点所定点数

なし
（口唇閉鎖力測定器）

なし
（舌圧測定器）

あり
歯科用咬合力計

あり
グルコース分析装置施設基準

３月に１回３月に１回３月に１回３月に１回算定間隔
・口腔機能発達不全
症（疑い含む）
・継続的な口腔機能
の管理を行なってい
る患者に算定可

・口腔機能低下症
（疑い含む）口腔機
能発達不全症（疑い
含む）
・継続的な口腔機能
の管理を行なってい
る患者に算定可

・算定後３月以内は
咀嚼能力検査算定不
可
・咬合圧検査２と同
時算定不可

・算定後３月以内は
咬合圧検査算定不可
・咀嚼能力検査２と
同時算定不可

算定要件等

各種検査

口腔細菌定量検査２口腔細菌定量検査１
65点130点所定点数
あり
口腔内細菌定量分析装置

あり
口腔内細菌定量分析装置

施設基準

３月に１回月２回算定可（１月以内に２
回目の検査は所定点数の
50/100）

算定間隔

・口腔細菌定量検査1は同時
算定不可
・口腔機能低下症（疑い含
む）

・訪問診療、特別対応加算算
定患者対象
・口腔バイオフィルム感染症
・口腔細菌定量検査２は同時
算定不可

算定要件等

検査に関系のある改定
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口腔バイオフィルム除去処置 110点
【病名 口腔バイオフィルム感染症】

 対象:口腔細菌定量検査により口腔バイオフィルム感染症と診断された患者
 歯科医師、歯科医師の指示を受けた衛生士が口腔バイオフィルムの除去を行
なった場合

 月２回算定

同月に算定できないもの
歯周病処置 周術期等専門的口腔衛生処置
歯周基本治療 回復期等専門的口腔衛生処置
歯周病安定期治療 在宅等療養患者専門的口腔衛生処置
歯周病重症化予防治療 機械的歯面清掃処置
非経口摂取患者口腔粘膜処置

舌接触補助床の対象患者

脳血管疾患、口腔腫瘍、口腔機能低下症等の患者
 口腔機能低下症の患者→口腔機能低下症と診断されている
患者のうち、 低舌圧の患者（舌圧検査を算定した患者）

摂食機能障害、発音・構音障害のあるもの

摂食機能療法と歯科口腔リハビリテーション

歯科口腔リハビリテーション料３（１口腔につき）

口腔機能発達不全を有する18歳未満の患者の場合 50点
 対象:小児口腔機能管理料、歯科疾患在宅療養管理料を算定する患者

口腔機能低下を来たしている患者の場合 50点
 対象:口腔機能管理料、歯科疾患在宅療養管理料を算定する患者

※どちらも月２回算定可、摂食機能療法と同日の算定不可、歯科口腔リ
ハビリテーション料１・２と同日算定可
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摂食機能療法と歯科口腔リハビリテーション料1

「舌摂食補助床の場合」と「その他の場合」
の算定回数について

摂食機能療法の治療開始日から起算して3月を超えた
場合に、摂食機能療法と歯科口腔リハビリテーション
料1を合わせて月6回算定可
※この場合の歯科口腔リハビリテーションは、「舌摂食
補助装置の場合」と「その他の場合」に限ります。

周術期医療

周術期等口腔機能管理料Ⅰ、Ⅱ（周Ⅰ、Ⅱ）

 周術期等口腔機能管理料Ⅰ
手術前（１回） ２８０点
手術後（３カ月以内計３回） １９０点

 周術期等口腔機能管理料Ⅱ
手術前（１回） ５００点
手術後（３カ月以内月２回） ３００点

周術期等口腔機能管理料Ⅲ、Ⅳ（周Ⅲ、Ⅳ）
 周術期等口腔機能管理料Ⅲ（２００点）
対象:入院中以外の患者で放射線治療、化学療法（予定も含む）、
集中治療室での治療、緩和ケアを実施する患者

 ６月を超えたら⾧期管理加算（＋50点加算）

 周術期等口腔機能管理料Ⅳ（２００点）
対象:入院中の患者で放射線治療等を実施する患者
 ６月を超えたら⾧期管理加算（＋50点加算）
周術期等口腔機能管理計画策定料を算定した月から３月以内は月２

回、それ以降は月１回算定
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周術期等口腔機能管理料Ⅲ、Ⅳ（周Ⅲ、Ⅳ）

同月に算定できないもの（周Ⅲ）
歯科疾患管理料
歯科治療時医療管理料
小児口腔機能管理料
歯科疾患在宅療養管理料
口腔機能管理料
在宅患者歯科治療時医療管理料
回復期等口腔機能管理料
歯科矯正管理料
歯科特定疾患療養管理料

がん治療連携指導料

同月に算定できないもの（周Ⅳ）

同じ

周術期等専門的口腔衛生処置

周術期等口腔機能管理料（Ⅰ）（Ⅱ）を
算定した患者に術前1回、術後1回算定

周術期等口腔機能管理料（Ⅲ）（Ⅳ）を
算定した患者に月2回算定

終末期悪性腫瘍の場合は、周術期等口腔
機能管理料（Ⅲ）（Ⅳ）を算定した月に
月4回算定

在宅歯科栄養サポートチーム等連携指導料

在宅歯科栄養サポートチーム等連携指導料 100点
【NSt1～3】

 在宅歯科栄養サポートチーム等連携指導料１ 100点
→病院・栄養サポートチーム等の構成員

 在宅歯科栄養サポートチーム等連携指導料２ 100点
→介護保険施設等で食事観察等に参加

 在宅歯科栄養サポートチーム等連携指導料３ 100点
→障害児入所施設等で食事観察等に参加

※参加した日から２カ月以内に口腔機能に関わる指導を行った場合
に月１回算定出来る。
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在宅歯科医療連携加算
小児在宅歯科医療連携加算

在宅歯科医療連携加算1、2 100点【在歯連１、２】
 在宅歯科医療連携加算１ 100点
 他の保険医療機関を退院した患者
 歯科医師から患者の退院時に受けた情報提供や患者の歯科疾患の状況等を踏ま
えて管理計画を作成した場合１回に限り算定

 在宅歯科医療連携加算２ 100点
（歯科疾患在宅療養管理料、在宅患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料）
 他の保険医療機関を退院した患者、介護保険施設等に入所している患者、訪問

介護等の利用者
 医師、看護師、介護支援専門員等からの情報提供や当該患者の歯科疾患の状況
等を踏まえて管理計画を作成した場合、１回に限り算定

※１、２ともに継続的な歯科疾患の管理が必要な患者

小児在宅歯科医療連携加算 100点【小在歯連１、２】
 小児在宅歯科医療連携加算１ 100点
 対象:他の保険医療機関を退院した患者
 歯科医師から患者の退院時に受けた情報提供や患者の歯科疾患の状況等
を踏まえて管理計画を作成した場合に１回に限り算定

 小児在宅歯科医療連携加算２ 100点
 対象:他の保険医療機関を退院した患者、障害児入所施設等に入所して

いる患者
 医師、看護師、介護支援専門員等からの情報提供や患者の歯科疾患の状
況等を踏まえて管理計画を作成した場合に１回に限り算定

※1、2ともに継続的な歯科疾患の管理が必要な患者

歯科外来・在宅ベースアップ評価料
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歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ・Ⅱ）

【歯科訪問診療時の場合】
・ベースアップ評価料Ⅰ
同一建物居住者以外の場合 41点
同一建物居住者の場合 10点

・ベースアップ評価料Ⅱ
8～64点（８段階） ご清聴ありがとうございました
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